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Ⅰ 問題の所在と研究の目的
『平成29年版小学校学習指導要領』では，社会科
において，史上初めて，「グローバル」1）の文言が
登場した。そこでは，グローバル化に対応できる
資質・能力の育成が求められている。グローバル
化に対応する資質・能力を育成するためには，そ
の学習内容を担保しなければならない。
そこで，本研究は，2017年３月告示された次期
学習指導要領を基に，中学校における空間的相互
依存作用の学習内容を整理し，その特質を明らか
にする。そして，空間的相互依存作用を視点とし
た内容を組み込んだ小学校社会科学習の単元構成
理論と実践を明らかにしていく。
Ⅱ 空間的相互依存作用を視点とした小
学校産業学習の課題
1 教科書内容における空間的相互依存作用の課
題と特質
空間的相互依存作用は，『地理教育国際憲章』
で示された五つの地理学研究の中心的概念の一つ
に位置付けられている。『地理教育国際憲章』には，
次のように示されている。
資源は，一般にこの地球上に不均等に分布す
る。資源の自給自足ができる国など存在しえな
い。また，場所は，資源や情報を交換するため
に，運輸・通信システムにより結ばれている。
さらに，空間的相互依存作用に立ち入ってみる
と，財や情報の交換，あるいは人口移動による
人々の協力を理解することにつながる。
また，空間的相互依存作用を探求することは，
現代の問題を浮き彫りにしたり，地域的，国家
的あるいは国際的な相互依存作用や協力関係の改
善へのアイデアを提起したり，あるいは，貧困と
富裕並びに人類の福祉への深い理解をもたらして
くれる。2）
第１パラグラフには，人・物・金，情報などの
空間的流動を理解することが示されている。相互
作用とは，二地点が互いに与える作用である3）。相
互作用モデルは二つ以上の過程やシステムが互い
に影響しあうとき，どのように作用するのかを表す。
一方，相互依存作用は，その相互作用が依存関
係にある場合に使用する。現行の教科書４社では，
第６学年で日本とつながりの深い国々の学習をす
る。各教科書が取り扱っている世界の国々は，い
ずれも，アメリカ合衆国，大韓民国，中華人民共
和国，サウジアラビア，ブラジルの五か国である。
この中で，サウジアラビアに注目したい。サウジ
アラビアがどの教科書でも取り扱われているの
は，石油に対する日本の依存度が高いからである。
しかし，サウジアラビアに関する学習は，第６学
年が初出であり，これまでに出てきていない。つ
まり，第３学年から第６学年まで，学習内容に系
統性がない状態となっている。
『平成29年版中学校学習指導要領』では，地理的
分野の目標と内容に空間的相互依存作用が導入さ
れた4)。このことにより，小学校社会科でも，空間
的相互依存作用を視点とする学習内容を組み込む
必要性が出てきた。なぜなら，小学校社会科にお
ける社会科地理的領域では，中学校社会科地理的
分野の基礎となる見方や考え方を育成するからで
ある。しかし，現行の小学校社会科の教科書では，
外国との空間的相互依存作用に関する学習内容は
第６学年にならないと出てこない。また，サウジ
アラビアのように，石油価格の高騰により生活へ
の影響が捉えやすい国は，つながりが深いことが
分かりやすいものの，生活への影響が捉えにくい
国は，依存度が高くても取り扱われていない。
以上のことより，現在の小学校社会科教科書の
内容には，次のような課題があるといえる。
 外国との空間的相互依存作用の取り扱いが第
６学年で初めて登場するため，それまでの学年
で学習内容が担保されていない。
 日本と空間的相互依存関係にある国でも，生
活への影響が捉えにくい国は扱われていない。
空間的相互依存作用の取り扱いについての特質
は，次の一点である。
空間的相互依存作用を視点とした
小学校社会科産業学習の授業設計
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 日本と空間的相互依存関係として扱われてい
る国は，その国に対して日本からの依存が強く，
生活への影響が大きい国が選出されている。
２ 小・中学校学習指導要領案における空間的相
互依存作用の特質
次期学習指導要領では，小・中・高における学
習内容の系統化が図られた。このことは，中央教
育審議会答申（以降：『答申』）の資料から確認で
きる5)。『答申』では，「社会的な見方・考え方」を
縦軸に据えた系統化を図っている。このうち，小学
校における社会的事象の見方・考え方ついて，『地理
教育国際憲章』で示された地理学研究の中心的概
念に対応させると，整理すると図１のようになる。
これら①～④を総合し，「地域」で起こってい
る社会的事象を捉えるという構成である。ここで
示された見方・考え方から，空間的相互依存作用
は，小学校社会科でも取り扱う着眼点であること
が分かる。小学校で学習したこれらの着眼点は，
中学校・高等学校の地理的領域に関する地理的見
方・考え方の基礎となる。
系統立てられた着眼点のうち，小学校の「事象
や人々の相互関係」は，中学校・高等学校では
「環境条件や地域間の結び付き，人間の営み」と
深化する。
以上のことから，『平成29年版小学校学習指導要
領』の内容には，次のような特質があるといえる。
 事象や人々の相互関係についての学習内容
は，従前までの環境条件と人間の営みの関連に
加え，他地域間の結びつきを組み込む必要がある。
Ⅲ 空間的相互依存作用を視点とする小学校産業
学習の単元構成
１ 空間的相互依存作用を視点とする学習教材の
選定と内容構成
『答申』では，現行の学習指導要領の課題として，
「自国の動向とグローバルな動向を横断的・相互
的に捉えて現代的な諸課題を歴史的に考察する
力，持続可能な社会づくりの観点から地球規模の
諸課題や地域課題を解決しようとする態度など，
国家及び社会の形成者として必要な資質・能力を
育んでいくこと」6)を求めている。
小学校社会科の地理的領域の学習は，同心円的
にその学習範囲を広げながら，異なった環境へと
目を向けていく構成になっている。しかし，空間
的相互依存作用を視点とする学習内容を組み込む
ことで，基域と他地域との往復運動が生じ，子ど
もの空間認識を広げることができる。
基域とは，木内信蔵が全域の一部分と定義した
限られた空間である7)。例えば，第３学年では市
（町・村）の学習をするため，基域は市（町・
村），全域は県である。第４学年では，県（都・
道・府）の学習をするため，基域は県（都・道・
府），全域は日本あるいは各地方である。このよ
うな子どもが認識している基域を，順に拡大して
いく学習方式は，同心円拡大方式と呼ばれ，長く小
学校社会科カリキュラム構成原理となっていた。
しかし，アメリカの小学校社会科カリキュラム
構成原理について研究した安藤輝次は，ポール・
ハンナ（PaulHanna）が提唱した同心円拡大論に
ついて，次のように分析している。
子どもは，絶えず自分自身から家庭，地域社
会，州，国，世界へと動き，その都度，複雑な
パターンで再び自分の場所に帰るのである。子
どもは，やがて自分の現在いるところから過去
へ逆行し，そして，未来へ前進する。8)
基域を拡大するには，風船を膨張・収縮するよ
うに，「身近な地域」と他地域の往復運動をしな
ければならない。そのために，空間的相互依存作
用を視点とする学習内容を組み込み，基域と他地
域を比較・関連付けることで地域間の往復運動を
するのである。
井田仁康は，地理では，その対象が知っている
つもりの身近な地域であり，世界に関する知識が
背景にあることで，子どもの興味・関心を引き付
けることができ，身近な地域に世界を見ることが
可能であると主張している9)。「身近な地域に世界
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図１ 小学校における社会的事象の見方・考え方
【中学校・高等学校の
着眼点】
位置や空間的な広がり
環境条件や地域間の結
び付き人間の営み
【小学校の着眼点】
位置や空間的な広がり
事象や人々の相互関係
図２ 小・中・高等学校の社会事象の着眼点
社会的事象の見方・考え方
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事象や人々の相互関係煮 紗社社社社社社社社社社社社比較・分類したり総合したり
地域の人々や国民の生活と関連付けたりして
※①～④は，それぞれ以下のとおりである。
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を見る」とは，身近な地域と外国との間の一般的
共通性，地方的特殊性，二地域間の関連性を見出
すことである。
また，井田は，身近な地域の学習を世界につい
て学習したのちに行うことで，世界観を反映した
身近な地域の見方・考え方ができると主張してい
る10)。つまり，空間的相互依存作用を視点とする
学習内容を組み込むことで，身近な地域を新たな
視点をもって見ることができるようになる。ま
た，このような学習を組み込むことは，子どもの
空間認識を広げるとともに，中学・高等学校への
系統だった見方・考え方を育成することにもつな
がっていくのである。
空間的相互依存作用を視点とする学習は，図３
のように，基域と外国を比較・関連付けることの
できる内容で構成する。外国との比較・関連付け
をすることで，基域との共通点・相違点が明らか
となり，外国との一般的共通性，基域の地方的特
殊性を理解することになる。
留意しなければならないのは，空間的相互依存
作用を視点とした学習内容を組み込むことが可能
な学年である。山口幸雄11)，相川高雄，堀内敏12)ら
の研究成果から，子どもの興味・関心と合致する
内容と，疑問の発生が高次のものになってくる学
年は，第５学年からが妥当である。
そこで，空間的相互依存作用を視点とした学習
内容を組み込みやすく，子どもの興味・関心が外
国に向いている第５学年の産業学習に焦点をあて
た内容構成について論じる。
学習教材の選定の際に，比較・関連付けの対象
となる地域の選出をしなければならない。比較・
関連付けの対象となる地域を選出には，非共通事
項の一般化13)のできる地域を選出する。非共通事
項の一般化とは，非共通事項の中の共通事項をく
くることである。例えば，米作りのさかんな地域
では，図４のような非共通事項の一般化ができる。
「米作りのさかんな地域」の学習は，山形県や
新潟県といった冷涼な地域が対象地域となってい
る。国内の冷涼な地域を学習対象地域として選定
した場合，「冷涼な地域では，米の生産量が多い」
という知識を習得することになる。しかし，稲は
本来，温暖な地域で育つ植物である。そこで，国
内の温暖な地域を比較・関連付けの対象にすると，
収穫量が少ないため，やはり「冷涼な地域では，
米の生産量が多い」という知識を習得することに
なる。そこで，比較・関連付ける対象地域を米の
生産量が多く，温暖な地域の外国に求める。タイ
やインドネシア，ベトナムのように温暖な気候で
ある地域を日本と比較・関連付けすることで，非
共通事項は，地方的特殊性となり，一般化された
ものは他の地域にも当てはめ可能な一般的共通性
となる。
波頭亮は，非共通事項の一般化には適切なサン
プリングが必要であると主張している14)。言い換
えるならば，観察対象群全体を代表させるような
地域を選出しなければならないということである。
２ 単元構成と授業構成
岩田一彦は，地理的意識，認識，地理的見方・
考え方の中から地理独自の分析視点を抽出し，次
のような構造を示している。
位置―分布―景観―環境―地域15)
これらの分析視点は，空間的相互依存作用を視
点とした学習においても有効である。「位置」「分
布」「景観」「環境」「地域」について，それぞれ
論じる。
 位置
位置には絶対的位置と相対的位置がある。絶対
的位置は，他の場所との関係に依存せず，それ自
体として自立的に存在し，その根拠を表せる。一
方，相対的位置とは，他の場所との関係の上に成
立している。菊池利夫は，相対的位置について
「関係的位置」という言葉を使い，「絶対的位置
は不変であっても関係的位置を改善して，自分に
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図３ 基域と外国との往復運動
図４ 非共通事項の一般化
有利にすることができる」16)と主張している。相対
的位置には「関係性の認識」が求められる。この
場合，「関係性」とは，その位置に及ぼす自然条
件や社会条件の影響が考えられる。
絶対的位置と相対的位置の違いは，絶対的位置
が「変化しないもの」なのに対し，相対的位置は
「社会的・歴史的条件の変化により変わる」17)こと
である。「地名物産地理」と揶揄される学習は，
絶対的位置の把握に留まる。そのため，「関係性
の認識」を導き出す相対的位置の視点で地理的事
象を分析することが必要である。
二地点間の空間的相互依存作用について把握す
るためには，第一に対象となる二地点の絶対的位
置を捉えなくてはならない。そして，二地点間の
相対的位置を捉え，相互に依存しあう関係性につ
いて探究していく学習が考えられる。
 分布
分布は，同じ特性をもつ複数の地域について分
析する視点である。菊池は，分布には「集中型」
「分散型」があるとし，次のように論じている。
このような分布を地図にかきあらわしてみ
る。地図化できるものでなければ，地理的に考
えることもできない。地表にはありとあらゆる
人間活動とその結果がいりまじって存在してい
るが，これを理解するための具体的な方法はま
ず分布のありかたをつかみとることである。18)
分布のありかたをつかみとるためには，二地点
以上の関係性の認知が不可欠である。その際，関
係する指標の設定が必要となる。二地点以上の共
通点を導き出すことで関係性を認知することが可
能となる。
分布の様子を理解することは，二地点間の共通
点を導き出すことであるので，それらの地点間に
はある法則性が存在することになる。例えば，温
帯・亜寒帯に属する日本と，熱帯に属するタイに
おいて，気候の異なる二地点間であっても，栽培
されている植物の生育条件（日照時間や生育温度）
といった共通点を導き出す学習が考えられる。
 景観
景観には，「地形・土壌・気候・水・植物・動
物」のような無機的生物的要素と，「耕地・集落・
交通路」のような人間の行為によって形成された
要素が含まれる。中村和郎は，景観について，次
の４点を上げている。
① 同時に存在して，互いに関連しあっている，
異なった種類のものをワンセットにしてとらえ
ること
② そのワンセットの諸事象が占める，特有の形
態をもった一定の空間をさす
③ それは類型もしくはモデルである
④ 時間とともに変化するものでもある19)
さらに，中村は，「景観は景色というよりは地
域の意味をもつ」20）と主張している。これは，景
観が地域の構造を示すものであることを意味す
る。また，景観は，時間とともに変化する。この
ことは，地理的事象の現在と過去を比較すること
で，地域の変容を捉えることができることを意味
する。
景観について，『平成10年版中学校学習指導要領
解説社会編』では，「第１の特質にある景観は，
地域の環境条件，他地域との結び付き，そこに居
住する人々の営みを総合的に反映している。した
がって，景観から読み取った地理的事象を追究す
ると，他の要素も有機的に関連付けられ，地域的
特色を総合的にとらえる基本を学習することがで
きる。一方，景観は現実，現状そのものであり，
地図や統計などのようにある規則の下に必要なも
のだけを取り出すといった作業を経ておらず，こ
のため，様々な事象が取捨選択されることなく存
在し広がっている。」21)と記されている。
景観は，地域的特色の構造を見出すことを目的
とした分析視点として扱われている。また，景観
は，目に見えるものだけではなく，目に見えない
もののについて考えたり，共通点や相違点を見出
したり，時間軸を取り入れることのできる分析視
点となり得る。
先述のように，景観は空間の構造を見出すこと
ができる。そのため，二地点の景観を比較・関連
付けすることで，共通点や相違点を見出すことが
できる。例えば，土木技術の進歩で大規模化に成
功した棚田の例や，山の高低差で農作業時期が違
うことを利用した農業機械の共有化といったシス
テム例は，地域的諸課題の解決に活用できる知識
となる。
 環境
環境は，自然環境と社会環境に大別される。青
野壽郎は，「環境とは，人間生活に影響を与える，
周囲を取り巻く外的諸条件の総和」であると論じ
ている22)。外的諸条件のうち，「位置・地形・気
候・土壌・植生・水界などの自然界に属するもの
を自然環境」23)といい，「人口密度・労働力・資本・
交通・文化・政治・経済・社会組織などの社会的
なものを社会環境」24)と呼ぶ。これらの諸環境は，
自然環境・社会環境を構成する環境要素である。
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このように，環境の意味は広い。留意したいのは，
環境の取扱いは，自然環境決定論に陥らないよう
に，社会環境についても併せて取り扱わなければ
ならないことである。環境は，自然と人間生活と
の関連性について考えることのできる分析視点と
なり得る。
 地域
地域は，他の四つの地理的分析視点とは質が異
なる。岩田は地域の認識について“地理的事象の
関係の認識”があると主張している25)。
「関係の認識」は，前提にある事象が「地理的
事象」であることを認識したうえで，関連性を見
出すことで認識される。つまり，複雑で高度な地
理的事象を説明するため，関連付けを用いるので
ある。そうすることで，より具体的な説明的知識
を習得するのである。この地理的事象同士の関連
付けができて「地域」は認識されるため，地域論
は他の四つの理論とは質が異なる。「関係の認識」
により「総合」されたものが「地域」となり得る
のである。
また，石田寛は，「地域」という概念自体，何
らかの共通性の広がりの認識のうえにつくられた
もの26)であると主張している。つまり，子どもの
空間認識を広げるためには，比較・関連付けによ
る他地域との往復運動により，基域との共通点を
見つけ，時空を越える概念的知識の習得が必要不
可欠なのである。
図５は，岩田の地理的見方の構造を，空間的相
互依存作用を視点とした学習内容に組み込んだも
のである。空間的相互依存作用が起こっている「位
置」「分布」「景観」「環境」の視点で分析し，基
域と他地域との比較・関連付けする。そして，そ
れらを総合し，地域の一般的共通性と地方的特殊
性を理解する。また，基域とその比較・関連付け
の対象となる他地域との二地点の間に，相互依存
作用が働く原因を探究するためには，時間軸を組
み込んだ内容構成にする必要がある。山口康助は，
社会を空間的構造，時間的構造をもったものとし，
その内部構造を探究していくことで，社会認識を
形成することができると主張している27)。図６は，
図５に時間軸を組み込み，空間的相互依存作用の
内部構造を示したものである。このように，空間
的相互依存作用を視点とした学習内容を科学的に
していくためには，空間軸と時間軸を組み込んで
考察していかなければならない。
時間の経過を学習内容に組み込むことは，地域
と他地域に，なぜ依存関係が成立したのかについ
ての原因を探究させることになる。時間軸を組み
込むことで，地理的領域の学習内容は，地理的分析
視点とどのような関係があるのか。表１に整理した。
原因は結果よりも時間的に先行し，原因も結果
も共変関係にあるものである。「米作りのさかんな
地域」の学習を例にすると，時間軸を組み込むこ
とによって，「なぜ，庄内平野では，今でも品種
改良をし続けているのか」，「なぜ，化学肥料の使
用量は，年々減ってきているのか」という日本農
業の特殊性を考えることができるようになる。
これまでのことを踏まえ，単元を次の４段階で
構成する。
① 位置・分布・景観・環境を理解する段階
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図５ 空間的相互依存作用を視点とした
学習内容の学習過程
図６ 空間的相互依存作用の内部構造
表１ 地理的分析視点と学習内容の時間軸
学 習 内 容 の 時 間 軸地 理 的分析視点
相対的位置は，社会的・歴史的条件の変化に伴って
変わっていくものであり，対象となる場所の変容を
捉えることができる。
位 置
分布は，必ず複数の場所を対象とする。集中型も分
散型もその増減の過程に着目すると，対象となる場
所の変容を捉えることができる。
分 析
過去の場所，現在の場所，未来の場所を組み込むこ
とは，その場所の定点観測をすることを意味する。
したがって，対象となる場所の変容を捉えることが
できる。
景 観
自然環境と人間との関係は，人間生活によって絶え
ず変化し，それに伴って地域も変容している。した
がって，対象となる場所の変容を捉えることができる。
環 境
② 空間的相互依存作用による二地点間の関係性
を明らかにする段階
③ 地域を理解する段階
④ 地域の課題を解決する段階
①の段階では，基域とその他の地域の二地点間
を比較・関連付けする往復運動をし，空間的相互
依存作用が働いている学習対象地域の共通点や相
違点，相互の関係性を理解する。
②の段階では，①で習得した知識を基に，基域
とその他の地域の二地点間の関係性について理解
する。
③の段階では，総合により空間的相互依存作用
が働いている地域の一般的共通性と地方的特殊性
を見出す。この段階では，社会事象に関する概念
的知識を習得する。
①～③の段階では，現在あるいは，過去の時間
軸を組み込んでいる。
④の段階では，①～③までで習得した知識を活
用し，地域的諸課題に対して，解決策を提案する。
未来の時間軸を組み込んでいる。
Ⅳ 空間的相互依存作用を視点とした小
学校産業学習の具体
中単元「米作りのさかんな地域」を事例に，日
本とタイの空間的相互依存作用を視点とした学習
モデルを示す。なお本時の展開は，空間的相互依
存作用を学習する第10時と，習得した知識を活用
し，解決策を提案する第12時を掲載する。
1 教材の分析と検討
本単元において，日本と空間的相互依存作用の
働く他地域としてタイを選出した理由は，次の４
点である。
 米の生産量が世界上位であり，米作りのさか
んな地域として取り扱うことができるため。
 日本との比較において，気候的差異があり，
非共通事項の一般化ができるため。
 1993年に起こった「平成の米騒動」以来，タ
イからの米の輸入は現在でも続いており，空間
的相互依存関作用が働いているため。
 タイと日本の空間的相互依存作用は，養殖エ
ビの輸入やや日系企業の進出といった，水産業
や工業にもおよんでいる。そのため，学習の発
展性が見込めるため。
２ 授業モデル
 単元の目標
【社会事象への関心・意欲・態度】
日本と外国の米作りの相違点に着目することに
より，我が国の特色や貿易・運輸の働き，米作り
産業の従事者の工夫や努力に関心をもち，意欲的
に探究しようとしている。
【社会的な思考・判断・表現】
米作りの維持と向上に向けた我が国の特色や貿
易・運輸の働き，米作り産業の従事者の工夫や努
力について，外国との比較や関連付けをし，共通
点や相違点を見つけたり，外国とのかかわりにつ
いて考えたりすることができる。また，米作り産
業のかかえる課題に対する解決策について，既習
の知識を活用して，提案することができる。
【観察・資料活用の技能】
米作りの維持と向上に向けた我が国の特色や貿
易・運輸の働き，米作り産業の従事者の工夫や努
力を探究するために必要な情報を資料から読み取
ることができる。
【社会事象についての知識・理解】
米作りの維持と向上に向けた我が国の特色や貿
易・運輸の働き，米作り産業の従事者の工夫や努
力について，次のことが理解できる。
〈特色〉
米作りのさかんな地域には，広くて平らな土地
と，稲作に必要な量の水を確保するための水源
がある。
日本の米作りは，冷涼な地域で行われているの
に対し，外国の米作りは，温暖な地域で行われ
ている。
稲作のさかんな地域では，稲が生長する時期に
20℃ 以上の気温と長い日照時間という条件が
必要である。
〈貿易・運輸の働き〉
米作りのさかんな地域では，作った米に付加価
値を付けて消費者のもとに届けている。
米作りのさかんな地域では，米余りの現状を打
破するために，新たな消費地を拡大する戦略を
とっている。
1993年に起こった「平成の米騒動」の際には，
外国産の米が輸入され，米不足解消のための取
り組みが行われた。
〈米作り産業の従事者の工夫や努力〉
米作りのさかんな地域では，農具の機械化が進
んでおり，労働の効率化を図っている。また，
日本で改良された農業機械や作付技術は，外国
の米作りを支援するため，導入されている。
我が国の米作りのさかんな地域では，品種改良
をし，化学肥料・農薬を使い，生産力の維持・
向上に努めている。
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 単元の計画
 第10時の展開
① 目標
○ 1993年の冷害により，日本産の米不足解消のため，外国産の米を輸入した。その際，結んだ外国と
の決まりで，現在でも外国からの輸入は続いている。また，現在は輸入した米を備蓄米として保存し
ているため，外国産の米の輸入は続いている。【知識・理解】
単 元 構 成 の
段階(○番号)と
地理的分析視点
目 標主 な 問 い次時
①
位置：絶対的位置
分布：集中
米の生産量が多い場所は，日本では寒い地域に集まっており，
外国では暖かい地域に集まっていることについて，疑問をもつ
ことができる。 【関心・意欲・態度】
日本の米作りのさかんな地
域と世界の米作りのさかん
な地域を比べてみよう。
一
１
①
景観：構造
環境：自然環境
米の生産量が多い地域の特色について，次のことが分かる。
米の生産量の多い地域には，大きな川があり，十分な量の水
を得ることができる。広く平らな土地で，面積の広い水田で
米作りをすることができる。 【知識・理解】
なぜ，庄内平野や越後平野
では，米の生産量が多いの
だろう。
二
２
①
環境：自然環境
米の生育条件について，次のことが分かる。・庄内平野の夏は，
日照時間が長く，稲に日光が十分にあたる。・庄内平野の夏は，
平均気温が15℃以上あり，稲が生長する条件を満たしている。
【知識・理解】
なぜ，日本では，冷涼な地
域で米の生産量が多いのだ
ろう。
３
①
環境：社会環境
庄内平野では広い田につくりかえ，水路を埋めることで大型機
械を使いやすくした。大型機械を使うようになったので，労働
時間が短くなり，少ない人数で農作業ができるようになった。
日本で改良された圃場整備の技術や農業機械は，タイの農場で
も生かされている。 【知識・理解】
なぜ，時間もお金もかかる
のに，圃場整備をするのだ
ろう。
４
①
環境：社会環境
集落営農をすることで，機械を共同で購入し，１戸あたりにか
かる費用を抑えて使うことができる。だから高額な機械を使っ
ても経費を抑えて農作業をすることができる。【知識・理解】
なぜ，高額な機械を使って，
米づくりを続けることがで
きるのだろう。
５
①
環境：社会環境
農薬を使用することで，雑草が生えることを防止すること，労
働時間を短縮すること，病気や害虫の発生を防ぐことができる
ため。化学肥料を使用することで，米づくりにかかるコストを
削減でき，肥料をやる回数や量を調整しやすくするため。
【知識・理解】
なぜ，農薬や化学肥料を
使って，米作りをするのだ
ろう。
６
①
環境：自然環境・
社会環境
品種改良をし，寒さや暑さ，病気に強い米を作っている。ま
た，消費者のニーズに応えるため味がよく，売れる米を作って
いる。だから多くの品種が開発され続けている。【知識・理解】
なぜ，日本にはすでにたく
さんの品種があるのに，新し
い品種を開発し続けている
のだろう。
７
①
環境：社会環境
新しく品種改良をした米は，知名度が低く，味が良くても買っ
てくれる人が少ない。だから，「つや姫」や「ゆめぴりか」は，
テレビＣＭをすることで，消費者の数を増やそうとしている。
【知識・理解】
なぜ，山形県の「つや姫」
や北海道の「ゆめぴりか」
は，費用のかかるテレビ
ＣＭを流して宣伝している
のだろう。
８
①
環境：社会環境
タイでは，日本と同じように米余りの現状を改善しなければな
らなかったため，外国に売れるブランド米を開発した。その結
果，多くの量の米を外国に輸出することができた。【知識・理解】
なぜ，タイでは多くの量の
お米を外国に輸出できるの
だろう。
９
②
環境：自然環境・
社会環境
1993年の冷害で，日本産の米不足が起こったことにより，食糧
を確保しなければならなかった。その際に結ばれた条約によ
り，現在でも外国からの輸入は続いている。 【知識・理解】
なぜ，米が余っているのに，
外国から米を輸入している
のだろう。
１０
③
地域：一般的共通
性・地方的特殊性
米作りのさかんな地域では，地形や気候などの自然条件を生か
したり，社会条件を整えたりして，米の生産効率を上げている。
また，米の消費先を増やすための活動を行ったり，国の政策を
利用したりして，米が余らない取り組みを行っている。
【思考・判断・表現】
米作りのさかんな地域に
は，どのような特徴がある
のだろう。
三
１１
④
地域：一般的共通性
これまで習得した知識や自分の経験から，宝塚産の米を消費し
てもらうための取り組みについて考え，提案することができ
る。 【思考・判断・表現】
宝塚産の米をたくさん食べ
てもらうには，どうしたら
よいのだろう。
１２
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② 本時の授業仮説
1993年，冷害による日本産の米不足が起こった際，外国からの緊急輸入米により，食糧の確保を図っ
た。この事例を取り扱うことで，貿易・運輸の働きが，食糧確保のために役立っていることや国同士の
相互依存関係が理解できるだろう。
③ 展開
 第12時の展開
① 目標
○ これまで習得した知識や資料を活用し，宝塚産の米を食べてもらうための取り組みについて考え，
提案することができる。習得した知識とは，次のとおりである。
テレビＣＭを流し，米の良さを知らせることで，新たな消費者を増やす。(第８時)
ブランド化することで，高く売ることができる。(第９時)
タイのように米を外国に輸出することで，新たな消費先を広げる。(第９・10時)【思考・判断・表現】
※資 料
地理的分析視点予想される子どもの反応
○発問・指示
□指導上の留意点学 習 課 題
※１作況指数表
※２平成の作況指数
環境：自然環境
第３時で習得した稲
が育成する条件を活
用させる。
※３ウルグアイラウ
ンド
※４備蓄米の写真
環境：社会環境
外国との相互依存作
用には，政治的側面が
関係している。
お米の成績表みたいだな。
平成５年がへこんでいる。
天候が悪かった。
日照時間が少なかった。
外国から助けてもらったか
ら，今も買い続けているので
はないか。
またお米が不足した時のため
に，輸入しているのではないか。
米の「作況指数」をみてくだ
さい。
□「作況指数」の意味について
説明する。
○2016年の米の作況指数は，
103でした。103は，どんな評
価ですか。
□作況指数の読み取り方につい
て確認する。
これは，平成元年から28年ま
での米の作況指数です。気に
なるところはありませんか。
1993（平成５）年の作況指数は，
74でした。
○この年には，米がすごく取れ
なかった年だったのです。何
が起こったのだと思いますか。
□米が育つための条件を思い出
させる。
□1993年から現在も輸入米が入
っていることを伝える。
課題に対する予想を立てさせ
る。
資料を使って，予想を確かめ
ていきましょう
□ウルグアイラウンドの資料か
ら，条約の内容を捉えさせる。
□余った備蓄米は，飼料になっ
たり，外国へ転売されたりす
ることを捉えさせる。
１ 作況指数を知
る。
２ 本時の課題を
確認する。
３ 予想を立てる。
４ 予想を検証す
る。
５ 学習のまとめ
をする。
平成元年から28年までの作況指数
なぜ，米が余っているのに，外国から米を輸入しているのだろう。
【本時で習得させる説明的知識】
1993年は，冷害のため，米不足
が起こり，外国から米を輸入し
た。その時，結んだ外国との決
まりで，現在でも外国からの輸
入は続いている。また，輸入し
た米を備蓄米として保存して
いるため，現在でも外国米を輸
入している。
第10時の学習は，日本とタイの空間的相互依存
作用について明らかにする学習である。外国との
相互依存作用には，政治的側面が関係しているこ
とを抑え，第６学年公民的領域との系統化を図っ
ている。また，この時間には，第４時で学習した
日本の圃場整備の技術や農業機械がタイでも活用
されていることを抑え，外国との相互依存関係に
ついて振り返りをする。
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② 本時の授業仮説
これまでに習得した知識や資料を活用し，事実の分析的検討をすることで，メリット・デメリットを
根拠とした提案をすることができるだろう。
③ 展開
※資 料
地理的分析視点予想される子どもの反応
○発問・指示
□指導上の留意点学 習 課 題
※１特別栽培米の表示
※２つや姫のＣＭ
※３タイの輸出先
※４世界の米の輸出量
※５「宝塚のお米」の
写真
地域：一般的共通性
山形県とタイの取り
組みを根拠とし，提案
する。
地域：一般的共通性
山形県とタイの取り
組みが宝塚市にも当
てはめることができ
るか否かを吟味する。
山形県は，テレビＣＭやイン
ターネットで，たくさんの人
に「つや姫」を知ってもらう
活動をしている。
タイでは，いろいろな国に大
量に輸出している。
消費者ニーズに応える米を作
ることで，消費先を広げている。
山形県のように，いろんな場
所でＣＭする。
タイのように，外国に輸出し
たらよい。
特別栽培米として，売りだせ
ばよい。
①テレビＣＭは，費用がかか
るので，②インターネットで
の宣伝をし，③海外からの注
文にも応えるようにすればよ
い。
ブランドの規準を④管理する
ためには，働く人の数を増や
し，みんなで協力すればよい。
⑤輸出ができるとたくさん売
れるかもしれないので，政府
に協力を求めるとよい。
宝塚産のお米をみんなに食べ
てもらうために，インター
ネットで宣伝をし，外国から
の注文にも応えて，消費者の
数を増やす。
ブランド米として売り出し，
多くの人に知ってもらう。
○山形県やタイでは，米の消費
量を上げるために，どのよう
な取り組みをしていました
か。
□各地域の米の消費量を上げる
ための取り組みを振り返る。
○「宝塚のお米」が売っている
ことを知っていますか。
○「宝塚のお米」を食べてもら
うための取り組みについて，
提案しましょう。
□出てきた提案に対し，質問や
意見があるか，確認する。
○出てきた提案について，自分
の立場を明らかにし，メリッ
トとデメリットを考えましょ
う。
□これまでに使った資料や知識
を活用し，メリットとデメ
リットを書かせる。
班になりましょう。
□班で，デメリットを克服する
ための解決策について話し合
いをさせる。
意見交流をしましょう。
宝塚産の米をたくさん食べて
もらうために，班の話し合い
で決定したことをホワイト
ボードに書いて持ってきてく
ださい。
□デメリットを克服するための
方法を交流し，個人での意志
決定の参考にさせる。
○学習のまとめをしましょう。
□各班から出た意見を参考にさ
せ，意志決定をさせる。
１ 新たな社会事
象と出合う。
２ 学習課題を把
握する。
３ 提案をする。
４ 解決策の吟味
をする。
５ 班での解決策
を交流する。
６ 意志決定をす
る。
宝塚産の米をたくさん食べてもらうには，どうしたらよいのだろう。
第12時の学習は，これまでに習得した知識を活
用し，事実の分析的検討を行ったのち，地域の地
域的諸課題に対して解決策を提案している。事実
の分析的検討とは，これまでの資料や知識，新た
に提示された資料を活用し，意志決定の根拠とな
る知識を吟味することである28)。すなわち，本時
では，山形県やタイの取り組みの共通性や特殊性
が宝塚市にも当てはめることが可能か否かを吟味
し，意志決定する。
Ⅴ 成果と課題
１ 本研究の成果
本研究の成果は，次の２点である。
 現行の小学校社会科における教科書内容の空
間的相互依存作用の課題と，その特質を明らか
にした。そして，外国との相互依存関係につい
て，系統性をもった学習内容の提案をした。
 小学校社会科における空間的相互依存作用を
視点とする単元構成と学習過程を明らかにし
た。
２ 本研究の課題
本研究の課題は，次の２点である。
 他の産業分野における実践の単元開発をす
る。
産業形態の変化が激しい現在，他の産業分野に
おける単元開発だけではなく，各産業同士の関連
を視野に入れたカリキュラムをつくり，単元開発
をする必要がある。
 地理的分析視点の構成要素を精緻化する。
地理的分析視点のうち，景観，環境の構成要素
について，小学校及び中学校の教科書から，具体
的内容を抽出し，明らかにする必要がある。
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